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Hayato Kobori

その他の質問
◆ふるさと納税について

永井 孝叔 議員
Takayoshi Nagai

遊具の設置要望が、多く寄せられているが。

̍೔΋ૣ͍ઃஔʹ͚޲౒ྗ͍ͯ͠くɻ

Q

A

スカイタワーの今後については。

आ஍͸औಘʹ͚޲
৻ॏʹݕ౼͍ͯ͠
くɻϥΠτΞοϓʹ
͍ͭͯ͸øø݄ù÷೔
ͷݧࢼͷ݁ՌɺՄ
ೳੑ͕ݟग़ͤͨͷ
Ͱɺޙࠓ͸ిݯͷ
֬อΛ͸͡Ίূݕ
ΛਐΊ͍͖͍ͯͨɻ

Q

A

プロジェクトの今後の方向性は。

઒అ๷ͷ੔උɺಓͷӺ͖ͭΕߥ੔උɺ࠶ฒ໦ͷࡩ
͕Θɺ市֗஍౳ͷੑ׆Խʹۀࣄ͚ͨ޲ͱ࿈ಈੑ
Λ΋ͨͤΔϓϩδΣΫτͱͯ͠Ґஔ͚͍ͮͯくɻ

Q

A

お丸山全山プロジェクトについて さくら市誕生
20周年記念行事について

都市公園部分・平地林の遊歩道整備
と合わせて山頂部分の施設を核とし
た周遊性を確保していく

新年度予算における市独自の子育て世代へ
の支援の考えは。

ʮޙ࢈έΞʯαʔϏεར༻ྉͷશֹ໔আͷͨΊࣄ
·Λ༧ఆ͍ͯ͠Δɻ্ܭඅͷۀ ʮͨෆ೛࣏ྍॿ੒
ର৅ऀʯͷ֦ॆΛ͏ߦɻさらʹݝ಺Ͱ΋औり૊Έ
ͷগͳྫࣄ ʮ͍ୈ̎ࢠҎ߱ͷอҭྉ໔আʯʹ ͍ͭ
தͰ͋Δɻ౼ݕࡏݱͯ

Q

A

計画と内容は。

ྩ࿨̓೥݄̏ùĀ೔ʹ੝େͳه೦ࣜయΛ༧ఆͯ͠
͓りɺޙࠓ市੍ù÷प೥ه೦࣮ߦҕһ会Λ૊৫͠
市ͷྺ࢙ͱจԽͷݦজΛؚΊ௕くকདྷʹ͢ࢿΔ
よ͏ͳۀࣄ಺༰Λݕ౼͍ͯ͠くɻ

Q

A

小堀 勇人 議員

少子化対策充実への
取り組みは

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

さくら市　誕生

ライトアップ試験の様子

小児救急医療の現状及び課題をどのように
捉え、どのような施策を展開するのか。

௚ۙͷ̍೥ؒͰ͸ɺԘ୩޿Ҭ؅಺Ͱٸٹൖૹͷ
ཁ੥͸øú÷ˋ૿ͱͳ͍ͬͯΔɻ·ͨɺҩྍ࠙ஊ会
౳Ͱຊ市ҩஂࢣͷҙݟΛ͍࢕ɺ஍Ҭҩྍମ੍Λ
ҡ࣋͢Δよ͏ɺͰ͖ΔݶりͷࡦࢪΛͣߨΔɻさら
Λ௨͡ɺୈೋ׵ަݟͱҙݝ΍ࠃʹ ɾ࣍ୈ࣍ࡾҩྍ
ΊΔɻٻͳΔॆ࣮΍ઃஔ౳Λߋ౳ͷؔػ

Q

A

小児救急医療について

第二次・第三次医療機関等の更なる
充実、支援、設置等を求める

公的病院等支援事業の目的と事業内容は。

ҩྍͷެత໾ׂΛ୲͏පӃʹର͠ɺॿ੒ۚٸٹ
Λަ෇͍ͯ͠Δɻۀࣄ಺༰͸ɺٸٹҩྍମ੍ͷӡ
Ӧࢧԉɻ

Q

A

小児科医に特化した支援
計画が必要なのでは。

市ಠࣗͷࢧԉࡦΛ͡ߨらΕ
Δ͔ҩஂࢣͱҙ׵ަݟɺ৘
ใऩूʹよりࢧԉͰ͖Δମ
੍Λߏங͍ͨ͠ɻ

Q

A

  道普請原材料費等支給要項を見直し、補
助の拡充を図るべきでは。

ɺ֦͍ߦ௚͠Λݟͨ͠߹ঢ়ʹదݱ ॆΛਤΔ΂くݕ
౼͢Δɻ

Q

市道の補修計画の策定や補修効率化を図る
ため、 スマートフォンによる道路点検DX
システムを導入すべきでは。

Q

A

ಋೖʹ͚޲લݕʹ͖޲౼͢ΔɻA

毎年道路補修修繕工事の必要予算は２億
8,000万だが、財源確保の見込みは。
஍ํ૑ੜಓ੔උਪਐަ෇ۚۀࣄ౳ɺࠃͷަ෇ۚ
ΉɻࠐݟΛۀࣄ

Q

A

道路の舗装修繕について

※

※

※道普請
஍Ҭͷํʑ͕࿑ྗΛఏ͠ڙɺ਎ۙͳੜ׆ಓ࿏౳ͷ੔උΛ͜͏ߦͱɻ

※スマートフォンによる道路点検DX
εϚʔτϑΥϯͰಓ࿏ΛࡱӨ͢Δ͜ͱͰɺ࿏໘ͷͻͼׂΕ΍ஈ
ࠩͳͲͷଛইঢ়ଶ͕఺ݕͰ͖ΔγεςϜɻ఺ޙݕɺεϚʔτ
ϑΥϯ͔らσʔλΛૹ৴ͯ͠"*͕ղੳ͢Δ͜ͱͰɺಓ࿏ͷ఺
଴Ͱ͖Δɻظ຿ͷޮ཰Խ͕ۀɾ؅ཧݕ

みち   ぶ   しん
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Kazunori Takase
髙瀬 一徳 議員

その他の質問
◆ＩＣＴ化とスマートフォン依存症について
◆タクシードライバーの不足について

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

Shoji Sasanuma

企業から日本学生支援機構に直接代理返還
が可能となったが、市内企業での活用状況は。

さくら市಺ͷۀاͷར༻͸֬ೝͰ͖͍ͯͳ͍ɻ
ɻ͏ߦతͳप஌Λۃੵ

Q

A

さくら市独自の返還支援は。

ଞ市ͷঢ়گΛݟਾ͑ɺ੍ ౓ͷ
੍ఆʹۃੵ͚޲తʹਐΊΔɻ

Q

A

市内への就職、
定住促進のための
奨学金返還支援について

制度の制定に向け積極的に進める

笹沼 昭司 議員

国の通知により、経費の総額を寄附金額の
５割以下、返礼品は調達費用が寄附金額の
３割以下で当該自治体の区域内において、
①生産されたもの、②原材料の主要な部分
が生産されたもの、③製造・加工の主要な工
程を行ったものに限られるなどとされてい
る。その影響と新たな取り組みについては。

Ίͨ΋ͷ΋͋Δ͕ɺਂࢭΛऔりࡌܝ ͸ڹͳӨࠁ
ͳ͍ɻϙʔλϧαΠτͷ௥Ճ΍ฦྱ඼ࡌܝϖʔ
δͰͷ࣏ࣗମ13ʹ౒ΊΔɻ

Q

A

デジタル田園都市国家構想の実現に向け、
ウェルビーイング指標が示されているが、
どう捉えているか。

΢ΣϧϏʔΠϯάࢦඪ͸ɺ市ຽͷ฻ら͠΍͢さͱ
΋ཱ͍͓֬ͯʹࠃԽ͢Δ΋ͷͰɺࢹΛՄײ෱޾
͹͔りͰ͋りɺར༻վͨͬ·͕࢝౼ݕ͚ͨ޲ʹ
ળͷྲྀΕΛ஫͠ࢹͳ͕らࢦۀࣄඪͱͯ͠औりೖ
ΕらΕΔ͔ۃݟΊΛ͍͖͍ͨͯͬߦɻ

Q

A

パッケージ事業などで政策に活かす考えは。

くɻ͍ͯͬߦΛ౼ݕతͳۃੵ

Q

A

さらに寄付金額を伸ばしていく方策は。

͓ถͷϒϥϯυԽ΍શࠃతʹྲྀ௨͢Δ঎඼Λੜ
ͷަবΛ͍ͯ͠くɻڙͱฦྱ඼ఏۀاΔ͢࢈

Q

A

ふるさと納税について

デジタル田園都市
国家構想交付金事業と
ウェルビーイング指標について

さくら市独自の返還支援は。

彫刻屋台

世帯数は。

Ұਓ฻ら͠ऀྸߴ͸ù
ûþĀੈଳߴɺ ྸऀͷΈͷํ
͸ù
÷øüੈଳɺੜ׆อޢùú÷ੈଳɺোऀ֐खாॴ࣋
ऀ͸ù
÷þûਓͰ͋Δɻ

Q

A

電気・ガス・水道の異常使用を知らせる端末
機器を導入しては。

௨ใ૷ஔͷར༻ऀ͸ø÷÷໊Λ௒͍͑ͯٸۓɺࡏݱ
ΔɻՄೳͰ͋Ε͹ɺݟकりγεςϜΛ෇Ճग़དྷͳ
ɻ͍ͨ͠౼ݕ͔͍

Q

A

防犯カメラの設置に補助金の創設をしては。

ɾอҭԂɾެߍɺ市಺ʹ͸ֶࡏݱ ઢװઃɾӺɾࢪڞ
ಓ࿏ͳͲʹùùø୆Λઃஔ͍ͯ͠Δɻࣗ ࣏会΍ߦ
੓۠ɺ঎ళ会ͳͲΛର৅ʹͨ͠ઃஔิॿʹ͍ͭ
ΛਐΊ͍ͨɻڀݚͯ

Q
A

地域共生社会の実現に最も重要な課
題の一つである

指定される文化財の数は。

ఆจࢦఆøýþ݅ͷࢦఆûþ݅ɺ市ࢦݝఆ̍݅ɺࢦࠃ
Խ͕͋ࡒΔɻ

Q

A

管理、保存、活用については。

ਓॴଂऀɺ؅ཧஂମͱさくら市ϛϡʔδΞϜݸ
͕࿈͠ܞɺิ ॿΛ͠ͳ͕らम෮΍मཧͳͲΛߦ
ͳ͍ͬͯΔɻಛʹඞཁͳ৔߹͸دୗ΍دଃΛड
͚ೖΕɺऩଂɾ؅ཧΛ͍ߦͳ͕らاըలͷలࣔࢿ
ྉ΍ࢿڀݚྉͱͯ͠׆༻͍ͯ͠Δɻ

Q

A

上阿久津白木地彫刻屋台の保存について地
元から要望書が提出されたが、さくら市の
対応は。
ന໦஍ூࠁ԰୆͸Ձ஋͕ۃΊͯߴくɺऩೲݿઃ
ஔ͸อଘ؅ཧ্Ͱ΋๬·͍͠ɻޙࠓɺ্ Ѩٱ௡ߦ
੓۠จԽࡒอଘҕһ会ͱ࿈͚ͯ޲ʹݱ࣮ͯ͠ܞ
ΛਐΊ͍ͨɻ౼ݕ

Q

A

さくら市の文化財について
高齢者・障がい者単身世帯、
高齢者世帯、生活保護世帯、支援が
必要とされる世帯の見守りについて

防犯カメラ
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Kenji Kakuta

下河戸北行政区域内にある市有地‶蓮池"を
活用し、観光地として利用してはどうか。

ਐԽϓϥϯʹ͓͍ͯɺަ ྲྀਓޱഒ૿Λ͛ܝɺݱ
٬਺ʹ͍ͭͯฏ੒ùÿ೥ͷþøສਓ͔ࠐೖޫ؍ࡏ
らɺ̏ ഒୡ੒Λ໨ͯ͠ࢦऔり૊ΛਐΊ͍ͯΔɻࠓ
஍ݱΘͤͯɺ߹͑ߟͱۀࣄ೦هซù÷प೥ͷ߹ޙ
ௐࠪΛ֤ؔ܎՝Ͱ͍ߦɺํ ͖޲લ͍ͯͭʹੑ޲
ΛਐΊ͍ͯくɻ౼ݕʹ

Q

A

道普請制度の導入により、道路及び河川の
整備が進んでいる。市長は今、行政区重視を
掲げているが、道普請制度の拡充と見直し
を図ることが重要であるがどうか。

ಓී੥͸ɺ̏ ੈଳҎ্͕ੜ׆ಓ࿏ͱͯ͠ར༻͢
Δࢲಓ·ͨ͸ೝఆ֎ಓ࿏Λ੔උ͢Δࡍɺݶ౓ֹ
þ÷ສԁʢࡐݪྉඅ͸ü÷ສԁɺػցआ্ྉ͸ù÷ສ
ԁ
ͷࡐྉඅ౳Λ͢څࢧΔ੍౓Ͱ͋りɺ೶ಓ΍೶
ਫ࿏Λ੔උ͢Δɺ೶ಓ౳ී੥੍౓΋ཱ֬さ༺ۀ
Ε͍ͯΔɻվળ౳ΛؚΊͨ஍Ҭ͕ٻΊΔಓී੥
੍౓ͷݟ௚͠Λ͍ߦɺ֦ ॆɺ࣮ ΛਤΔ΂くɺよࢪ
りよ੍͍౓ʹ͚޲औり૊ΜͰ͍くɻ

Q

A

前向きに検討を進めていく

角田 憲治 議員

市有地“蓮池”（抜け土溜池）の
有効活用について

子どもの屋内遊び場の
設置について

道普請制度の
見直しについて

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

市役所での障害者法定雇用率達成状況は。

ྩ࿨̑೥øø݄ࡏݱù.ýùˋͰ͋りɺ๏ఆޏ༻཰
Λୡ੒͍ͯ͠Δɻ

Q
A

障害者優先調達推進法における本市の取り
組み現状は。

ྩ࿨̎೥౓øüþສĀ
÷÷÷ԁɺྩ ࿨̏೥౓úøüສý
÷÷÷
ԁɺྩ ࿨̐೥౓øýüສù
÷÷÷ԁͰ͋ͬͨɻޙࠓ΋ੵ
తʹऔり૊ΜͰ͍くɻۃ

Q

A

就労継続支援A型、B型事業所の誘致など、
今後の取り組みについて。
ब࿑΍ར༻ঢ়گΛ֬ೝ͠ͳ͕らۀࣄॴͷ༠க
ͳͲಇく৔ॴͷ֬อʹ౒Ί͍͖͍ͯͨɻ

Q

A

障がい者の雇用について

自立した生活が送れるよう支援していく

今後施設への ネーミングライツや、市民課
窓口に配置している デジタルサイネージ
への広告を導入したらどうか。
ͳͲɺ͏ߦΛ౼ݕ͍ͯͭʹઃࢪใޮՌͷ͋Δ޿
ඞཁͳௐࠪΛਐΊ͍ͯくɻ
市ຽ՝૭ޱͷϞχλʔ͸ɺطʹγεςϜͷແঈ
ఏڙΛड͚ΔͨΊͷࡌܝࠂ޿Λ͍ͯͬߦΔɻ

Q

A

公共施設に設置する飲食物の自動販売機を
一般競争入札で実施している自治体がある
が、本市でも取り入れてはどうか。
૯߹ެԂɺΏ͏Ώ͏ύʔΫͳͲɺͯ͠ߦɺઌޙࠓ
౎市ެԂʹઃஔさΕ͍ͯΔࣗಈൢചػʹ͍ͭͯ
ಋೖʹݕ͚޲౼͢Δɻ

Q

A

特に南小学校区の方からは、設置を望む声
が多いが、本市としてどのように取り組む
のか。

ߟઃͷ৽ઃΛࢪڞೳΛ༗͢Δެػɺෳ߹తޙࠓ
͍͑ͯくࡍʹ͸ɺܧଓతʹݕ౼͍ͯ͠くɻ
ೆখ஍۠ʹ͓͍ͯ͸ɺ์ ՝ࣇޙಐΫϥϒͷ֦ॆ
౳ʹซͤɺࢪઃͷ༗ޮ׆༻΍ͦΕらͷػೳͷ࿈
Ͳ΋ࢠΛ͠ɺ౼ݕ࠶ஙΛؚΊͯߏମ੍ͷྗڠɺܞ
ͷډ৔ॴͱͯ͠ॆ࣮ͨࣨ͠಺ۭ͕ؒ֬อͰ͖Δ
よ͏౒Ί͍ͯくɻ

Q

A

自主財源確保についての
取り組み

蓮池（抜け土溜池） 道普請制度（実施後）
日光市役所デジタルサイネージによる広告

道普請制度（実施前）

岡村 浩雅 議員
Hiromasa Okamura

南小学童保育センター

※ネーミングライツ
ʣͷݖརʢ͍ΘΏΔ໋໊ݖ΍঎඼໊Λ෇༩͢Δ໊ۀاʹઃͷ໊শࢪ
͜ͱͰɺωʔϛϯάϥΠπΛऔಘ͔ͨ͠ۀاらରՁΛಘͯɺࢪઃͷ
ӡӦҡ࣋ͱར༻ऀͷαʔϏε্޲ΛਤΔ΋ͷɻ

※デジタルサイネージ
ઃͳͲʹσΟεϓϨΠ΍ϓϩδΣΫλʔͳͲΛઃஔͯ͠ɺ৘ࢪ
ใΛൃ৴͢ΔγεςϜɻ

※

※
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／
能
登
半
島
地
震
復
興
支
援

循環バス導入計
画その後は。
๏վਖ਼ʹより࣮ݱ
೉ͱͳりɺຽؒࠔ
όεऀۀࣄ΁ͷҕ
ୗ΋ؚΊɺ৽ͨͳ
ରԠํ਑Λݕ౼͠
͍ͯΔɻ

Q

A

ラストワンマイル・モビリティ（ドア ツー 
ドア交通）の充実は。
৐り߹͍λΫγʔͷधཁ͸͍ߴͷͰɺॆ ࣮ͱਐ
ԽΛਤりɺར༻Λݺͼ͔͚͍ͯくɻ

Q

A

ライドシェア導入の可能性は。

࣮૷ʹ͸๏ൣن౳ଟくͷ՝୊͕͋ΔͷͰɺલ޲
͖ͳߟࢥΛ࣋ͬͯ৘ใͷऩूʹ౒Ί͍ͯくɻ

Q
A

次世代型（ MaaS、自動運転）環境配慮型
（EV、FCV）公共交通導入の検討は。
ĔĨĨĺʹؔͯ͠͸ɺ৐߹λΫγʔʹĈĐ༧໿γες
ϜΛಋೖ͢ΔγϛϡϨʔγϣϯʹऔり͔͔ͬͯ
͍Δɻ·ͨڥ؀഑ྀ྆ंܕʹؔͯ͠΋ɺ౰市ʹݚ
ॴͷ͋Δϗϯμ͕։ൃͨ͠čĊĝରԠĚĜĝं౳Λڀ
తʹެ༻ंͱͯ͠ಋೖ͍͖͍ͯͨ͠ɻۃੵ

Q

A

可能な限り改善を図り、様々な手法
を検討していく

スクールバスを空き時間に、循環バスとし
て多目的利用できないか。
ొԼߍͷ߹ؒʹར༻Ͱ͖Δ͕࣌ؒ̍࣌ؒఔ౓͠
͔ͳ͍ͷͰ೉͍͠ɻ

Q

A

体育施設を利用する子どもたちへの減免は。

εϙʔπৼڵ՝ͷ಺نͰӡ༻͍ͯ͠Δɻ

Q

A

使用料徴収及び減免、減額の区別と根拠は。

੓αʔϏεͷ಺༰ɺडӹऀɺެߦΔ͢ڙઃͰఏࢪ
ӹੑ౳ΛצҊͯ͠ɺ֤ ઃͷઃஔ৚ྫͰఆΊͯࢪ
͍Δɻ

Q
A

市内施設の使用料を一元的に審査、見直し
しては。
ଞ市ொͷྫΛݕʹߟࢀ౼͍ͯ͠くɻ

Q

A

次世代型公共交通構想は

市の施設等使用料について

一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい一般質問一般質問ここが聞きたいここが聞きたい

Seiichi Kato

総施設の延べ床面積で10％削減目標の根拠は。

কདྷʹ͓͍ͯͷࡒ੓ن໛ͱਓޱਪܭΛྀ͠ߟɺ
ઃ૯ྔͷԆ΂চ໘͔らܾఆͨ͠ɻࢪ

Q

A

公共施設を維持更新していくには将来平
均８億円の財源が不足するとの試算であ
るが。

ݯࡒঢ়ҡ͍࣋ͯ͠くʹ͸ຖ೥�ԯԁͷݱઃΛࢪ
ෆ଍͕ੜͯ͡͠·͏ͨΊচ໘ੵø÷ˋݮ࡟Λؚ
Ίɺࢪઃͷू໿Խɾෳ߹ԽɺࢪઃຽӦԽͳͲଟ֯
తͳࢹ఺Ͱऔり૊Ήඞཁ͕͋Δͱ͍ͯ͑ߟΔɻ

Q

A

公共施設管理の在り方は最重要課題
と捉えている

立地適正化計画の意義、目的の認識は。

֓Ͷ��೥ޙΛల๬ͯ͠ࡦఆ͢ΔܭըͰɺਓݮޱ
গɾগྸߴࢠԽΛݟਾ͑ɺ౎市ػೳू໿ܕʢίϯ
ύΫτγςΟʔɾϓϥεɾωοτϫʔΫʣ΁ͷస׵
ΛਤりɺকདྷʹΘͨりॅΈଓ͚らΕΔ·ͪͮく
りΛ໨͍͖͍ͨͯ͠ࢦɻ

Q
A

計画策定に向け、今後の取り組みは。

ɺ໨ඪ஋ͷ౼ݕઃͷࢪ೥౓͸༠ಋ۠Ҭɺ༠ಋࠓ
ઃఆ౳ૉҊΛ·ͱΊɺྩ ࿨6೥౓ʹ市ຽઆ໌会ɺ
ύϒϦοΫίϝϯτ౳Λ௨ͯ͡ɺ市ຽͷօ༷ͷ
ҙݟΛ൓өͯ͠ܭըॻΛ·ͱΊɺͦ ͷݝࠃޙ౳
ͱڠ議ΛਐΊ͍ͯくɻ

Q
A

加藤 誠一 議員

公共施設等総合
管理計画について

さくら市立地
適正化計画について

※公共施設等総合管理計画
௕ظతࢹ఺Λ΋ͬͯެࢪڞઃ౳ͷߋ৽ɾ౷ഇ߹ɾ௕ण໋Խͳ
ͲΛܭըతʹ͜͏ߦͱʹよりࡒ੓ෛ୲Λܰݮɾฏ४Խ͢Δ
ͱͱ΋ʹ࠷దͳ഑ஔͱ͢Δܭը

※立地適正化計画
গྸߴࢠԽɺਓݮޱগͷࣾ会എܠʹ͓͍ͯ࣋ଓՄೳͳ·ͪ
ͮくりࡦࢪͱͯ͠ɺू ໿ܕͷ౎市ߏ଄ɺ౎市ػೳ΍ू͕ॅډ
໿ͨ͠ίϯύΫτɾϓϥεɾωοτϫʔΫͷ·ͪͮくりܭը

※ ※

Tomoko Kato
加藤 朋子 議員

さくら市ミュージアム市民ギャラリー
立地適正化計画のイメージ図公共施設等マネジメント推進体制

※MaaS
ෳ਺ͷҠಈखஈΛ࠷దʹ૊Έ߹Θͤͯɺࡧݕɾ༧໿ɾܾ ౳ΛҰׅࡁ
Ͱ͏ߦαʔϏε

※
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